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第3期北本市総合戦略の策定状況
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⚫ 「第2期北本市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間が令和7年度をもって終了。

⚫ 総合戦略に定める施策は、地方創生2.0基本構想で示されている「強い経済」「豊かな生活環境」「新しい日本・楽し
い日本」を目指す姿としており、本市の最上位の行政計画である総合振興計画と方向性が一致。

⚫ このため、第3期となる北本市総合戦略は、第六次北本市総合振興計画と一体的なものとして、策定に向けた取
組を推進。

⚫ 具体的には、総合振興計画における“基本計画”部分を総合戦略として位置付けることで、本市が進む方向性を
明確に示し、将来都市像の実現に向けた取組を効果的に行っていくことを目指す。

⚫ 令和7年9月に市民説明会やパブリック・コメント手続を実施し、市民の意見を取り入れた上で、令和7年12月市議会
定例会へ第六次総合振興計画前期基本計画案（＝第3期北本市総合戦略）を上程。

⚫ 国において、令和7年12月23日に「地方創生に関する総合戦略」を閣議決定し、地方版総合戦略の方向性が示さ
れた。

令和7年度第1回
有識者会議にて説明

市議会の審議を経て
全会一致で可決



国の動向について
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※地方創生2.0基本構想より抜粋

【前回振り返り】



33

【前回振り返り】

（続）地方創生2.0基本構想について



地方創生に関する総合戦略
～これまでの地方創生の取組のフォローアップと推進戦略～について
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※令和7年12月23日閣議決定
施策に関する基本的方向

１ 人口減少を正面から受け止めた上での施策展開
２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり
３ 異なる要素の連携と「新結合」
４ ＡＩ・デジタルなどの新技術の徹底活用と社会実装
５ 都市・地方の共生関係の強化と人材循環の促進
６ 好事例の普遍化（点から面へ、地域の多様なステークホルダーの連携）

計画期間

令和7年度から令和11年度まで

総合戦略における目標 ※地方創生2.0基本構想「目指す姿」より



第3期北本市総合戦略
（第六次北本市総合振興計画前期基本計画）地方版総合戦略に盛り込むべき施策
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１ 人口減少を正面から受け止めた上での施策展開

２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり

３ 異なる要素の連携と「新結合」
※新結合：地域資源を最大限活用し、異なる分野の要素を組み合
わせることにより、新たな価値を創造すること。

４ ＡＩ・デジタルなどの新技術の徹底活用と社会実装

５ 都市・地方の共生関係の強化と人材循環の促進

６ 好事例の普遍化
（点から面へ、地域の多様なステークホルダーの連携）

（１）定住人口の維持及び交流人口・
関係人口の増加

（２）地域資源を活かしたまちづくり

（３）持続可能な行財政運営

将来都市像の実現に向けて
（人口の変化を踏まえたまちづくりの方向性）

地方創生に関する総合戦略と
第３期北本市総合戦略（第六次総合振興計画）との関係

地方創生に関する総合戦略



地方版総合戦略の構成イメージ

目標

基本的方向

具体的な施策

地方版総合戦略

事
業

事
業

事
業 ・・・・

重要業績
評価指標
（KPI）
（※）

※内閣府手引き（令和7年12月版）より抜粋

➢ 各地方公共団体は、それぞれの地域の実
情に応じながら、一定のまとまりの政策
分野ごとに、地方版総合戦略の目標を設
定した上で、関連施策を展開していくこ
とが適切。

➢ 上段の政策分野ごとに、それぞれの地域の
実情に応じながら戦略期間（5年間）のうち
に実施する施策を検討し、盛り込むことが
適切。

➢ 既存の施策で効果の高いものが含まれて
いても差し支えないが、これまでの総合戦
略の効果検証を行い、その結果を踏まえる。

※原則、行政活動の結果からもたらされた便益（アウトカム）に関する指標の設定が望ましいが、行政活動そのものの結果（アウトプット）
に関する指標を設定することも差し支えない。
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重要業績
評価指標
（KPI）
（※）



目標

基本的方向

具体的な施策

地方版総合戦略

事
業

事
業

事
業 ・・・・

重要業績
評価指標
（KPI）
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重要業績
評価指標
（KPI）

地方版総合戦略と第六次総合振興計画との関係
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第六次総合振興計画前期基本計画

施策

成果指標

施策の目指す姿

基本事業

指標

➢ 政策に紐づく27の施策

➢ 55のアウトカム指標

➢ 施策を実現するための方向性

➢ 施策に紐づく109の基本事業

➢ 324のアウトプット指標

事務事業

➢ 施策・基本事業を実現する

450の事務事業



第六次総合振興計画における該当部分（イメージ）

■ 第六次総合振興計画 前期基本計画（抜粋）

①

②

③

④

①目標 ②数値目標 ③基本的方向

④具体的な施策 ⑤KPI

②（再掲）

⑤
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第２期北本市まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価を踏まえた対応
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基本目標１ 稼ぐ産業と安定した雇用を創出する
※KPI:就業者一人当たり市内純生産、市内有効求人倍率

基本目標２ 新しい人の流れとつながりをつくる
※KPI:ふるさと納税寄附件数、25歳から34歳までの女性の社会増減

基本目標３ 若い世代の出産・子育ての希望をかなえる
※KPI：市の子育て支援策が充実していると思う子育て世帯の割合、

出生数

基本目標４ ひとが集う、安心して暮らすことができる
魅力的な地域をつくる

※KPI：65歳健康寿命、地域活動に参加している市民の割合、
安全で安らげるまちなみとなっていると思う市民の割合、
温室効果ガスの総排出量（市全体）、災害による負傷者数
及び死亡者数

横断的な目標１ 多様な人材の活躍を推進する
※KPI：地域に学習の機会と場がある児童・生徒の割合、市民参画手

続に参画した人数、協働により実施した事業の件数、地域活動
に参加している市民の割合

施策1-1 子育て支援の充実

施策2-2 防災・消防の充実

施策2-4 豊かな住環境の整備

施策6-3 効果的かつ効率的な行財政運営
の推進

第２期北本市まち・ひと・しごと創生総合戦略

横断的な目標２ 新しい時代の流れを力にする
※KPI：AI・RPA等のデジタル技術を活用した件数

施策1-5 学校・家庭・地域の連携による
教育の推進

施策2-5 環境に優しいまちづくりの推進

施策5-2 暮らしを支える地域活動の支援

施策3-1 保健・医療の充実

施策5-3 市民参画と協働の充実

施策4-1 シティプロモーションの推進

施策4-2 地域産業の振興

施策4-3 就労対策の充実

第3期北本市総合戦略（第六次総振前期基本計画）



第３期北本市総合戦略の運用
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地方版総合戦略策定・効果検証のための手引き（令和7年12月・内閣府）

➢ 目標の実現に向け、各施策を効果的・効率的に推進していくためには、住民、NPO、関係団体、民間事業者等
の参加・協力が重要である。

➢ 産業界・関係行政機関・教育機関・金融機関等で構成する推進組織で、その方向性や具体案について審議・検
討するなど、広く関係者の意見が反映されるようにすることが重要である。

PDCAマネジメントサイクルの適切な運用

➢ KPIの進捗状況を確認するとともに、外部有識者を含む検証機関や議会等による検証のほか、住民からの意見聴取等
を実施して、定期的・多角的な評価を行うことが重要である。

■総合戦略の推進に当たって

■効果検証の重要性

Plan（計画） Do（実行） Check（評価）・Act（改善）

◆ 予算編成 ◆ 事業実施

◆ 事務事業評価、施策・基本事業評価

◆ 自治基本条例審議会
・総合振興計画全般について進捗報告、意見をいただく

◆ まち・ひと・しごと創生有識者会議
・第3期総合戦略（＝前期基本計画）について進捗報告

    ・専門的知見から意見をいただく
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